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混
迷
す
る
国
政
、
輪
を
か
け

て
の
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地

震
、
併
せ
て
福
島
第
一
原
発
の

制
御
不
能
。

　
戦
後
、
寛
容
と
忍
耐
の
精
神

を
も
っ
て
協
働
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界

第
２
位
ま
で
登
り
つ
め
た
日
本

民
族
の
魂
、
今
こ
そ
原
点
回
帰
。

　
統
一
地
方
選
挙
が
本
年
４
月

　
こ
の
度
、
市
議
会
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
議
長
を

補
佐
し
、
議
会
の
活
性
化
や
寒

河
江
の
元
気
の
た
め
に
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

 

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か

ら
４
か
月
余
が
過
ぎ
ま
し
た
。

被
災
者
の
皆
様
に
は
改
め
ま
し

て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　第３回臨時会が５月１７日開催され、議長・副議長選挙や常任委員会委員をはじめ各種議員・委員の選
出等、議会の役職改選が行われました。その結果、議長に髙橋勝文議員、副議長に鴨田俊葊議員が当選、
その他各常任委員会等の構成は次のとおり決定しました。また、市長から提案された監査委員（議員選
出）に杉沼孝司議員を選任する議案に同意したほか、平成２３年度一般会計補正予算（第２号）など計３
議案に同意・可決し、市税条例の一部改正についてなど５件の専決処分案件を承認しました。

議会の新構成決まる　–第３回臨時会－

に
実
施
さ
れ
、
公
約
を
か
か
げ

た
議
員
各
位
、
５
月
17
日
に
市

議
会
も
ス
タ
ー
ト
。

　
地
方
議
会
は
、
常
に
タ
イ
ム

リ
ー
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
か

つ
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
議
事
機

関
の
使
命
と
心
得
て
お
り
ま
す
。

　
年
内
中
を
め
ど
に
、
寒
河
江

市
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
二

元
代
表
制
と
し
て
の
存
在
価
値

が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
更
に
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

震
災
の
復
興
、
復
旧
に
は
あ
ら

ゆ
る
知
恵
と
努
力
、
忍
耐
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
議
会
活
性
化

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
申
せ

ま
す
。
議
会
基
本
条
例
の
策
定

や
議
会
の
映
像
配
信
、
又
積
極

的
に
市
民
の
各
層
と
対
話
を
図

る
こ
と
な
ど
新
し
い
事
に
も
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
親
し

ま
れ
る
議
会
に
な
り
ま
す
よ
う
、

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新　

宮　

征　

一

委　
　

員　

川　

越　

孝　

男

委　
　

員　

鴨　

田　

俊　

葊

委
員
長　

沖　

津　

一　

博

副
委
員
長　

工　

藤　

吉　

雄

委　
　

員　

後　

藤　

健
一
郎

委　
　

員　

杉　

沼　

孝　

司

委　
　

員　

新　

宮　

征　

一

委　
　

員　

内　

藤　
　
　

明

委
員
長　

那　

須　
　
　

稔

副
委
員
長　

遠　

藤　

智
与
子

委　
　

員　

議
長
を
除
く
全
員

委　
　

員　

議
長
及
び
議
員
選

出
監
査
委
員
を
除
く
全
員

※
正
副
委
員
長
は
、
委
員
会
設

　

置
時
に
お
い
て
互
選
。

委 

員 

長　

鴨　

田　

俊　

葊

副
委
員
長　

沖　

津　

一　

博

委　
　

員　

辻　
　
　

登
代
子

委　
　

員　

阿　

部　
　
　

清

委　
　

員　

川　

越　

孝　

男

正
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
委
員
会

議
会
の
構
成

新
議
員
紹
介

　

議
席
番
号
順
と
し
、
紹
介
事

項
は　

①
所
属
政
党
、
当
選
回

数　

②
住
所　

③
職
業　

④
電

話
番
号

新
政
ク
ラ
ブ
（
10
名
）

会　
　

長　

工　

藤　

吉　

雄

副
会
長　

沖　

津　

一　

博

幹
事
長　

杉　

沼　

孝　

司

会　
　

計　

國　

井　

輝　

明

会　
　

員　

髙　

橋　

勝　

文

　
　
〃　　
　

鴨　

田　

俊　

葊

　
　
〃　　
　

木　

村　

寿
太
郎

　
　
〃　　
　

辻　
　
　

登
代
子

　
　
〃
　
　
　
太
　
田
　
芳
　
彦

　
　
〃　　
　

後　

藤　

健
一
郎

新
清・公
明
ク
ラ
ブ
（
４
名
）

代　
　

表　

新　

宮　

征　

一

幹
事
長　

那　

須　
　
　

稔

副
幹
事
長　

荒　

木　

春　

吉

庶　
　

務　

阿　

部　
　
　

清

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
４
名
）

　
　
　
　
　

川　

越　

孝　

男

　
　
　
　
　

内　

藤　
　
　

明

　
　
　
　
　

佐　

藤　

良　

一

　
　
　
　
　

遠　

藤　

智
与
子

会
派
構
成

國　

井　

輝　

明
　

３６
歳

①
無
所
属
、
２
期

②
大
字
西
根
１
７
７
５

③
市
議
会
議
員

④
TEL
８
４

－

２
０
６
２

木　

村　

寿
太
郎
　

６8
歳

①
無
所
属
、
３
期

②
大
字
白
岩
３
０
０

－

２

③
会
社
役
員

④
TEL
８
７

－

４
５
４
０

鴨　

田　

俊　

葊
　

６1
歳

①
自
由
民
主
党
、
３
期

②
大
字
八
鍬
５
２
５

③
農
業

④
TEL
８
７

－

１
７
３
２

髙　

橋　

勝　

文
　

６4
歳

①
無
所
属
、
５
期

②
七
日
町
２

－

１

③
農
業

④
TEL
８
６

－

５
７
９
６

沖　

津　

一　

博
　

５8
歳

①
無
所
属
、
２
期

②
大
字
島
１
７
１

③
自
営
業

④
TEL
８
６

－

７
８
２
５

新　

宮　

征　

一
　

72
歳

①
無
所
属
、
５
期

②
六
供
町
一
丁
目
３

－

２
５

③
市
議
会
議
員

④
TEL
８
６

－

２
７
６
３

阿　

部　
　
　

清
　

６0
歳

①
無
所
属
、
１
期

②
大
字
日
田
字
五
反
１
２
０

③
会
社
役
員

④
TEL
８
６

－

６
９
０
８

工　

藤　

吉　

雄
　

６0
歳

①
無
所
属
、
２
期

②
大
字
八
鍬
１
６
０
８

③
自
営
業

④
TEL
８
７

－

１
７
０
７

佐　

藤　

良　

一
　

６1
歳

①
無
所
属
、
５
期

②
大
字
田
代
５
４
６

－

１

③
無
職

④
TEL
８
７

－

３
２
９
３

遠　

藤　

智
与
子
　

５５
歳

①
日
本
共
産
党
、
１
期

②
中
央
一
丁
目
１
５

－

２
１

③
介
護
福
祉
士

④
TEL
８
６

－

３
６
６
９

杉　

沼　

孝　

司
　

６３
歳

①
無
所
属
、
２
期

②
大
字
寒
河
江
字
塩
水
５
８

－

６

③
無
職

④
TEL
８
６

－

６
２
３
５

内　

藤　
　
　

明
　

５9
歳

①
無
所
属
、
５
期

②
大
字
中
郷
９
１

－

３

③
団
体
役
員

④
TEL
８
６

－

４
０
７
２

後　

藤　

健
一
郎
　

３7
歳

①
無
所
属
、
１
期

②
大
字
寒
河
江
甲
２
６
４
０

③
無
職

④
TEL
８
６

－

１
２
０
３

辻　
　
　

登
代
子
　

６0
歳

①
無
所
属
、
２
期

②
大
字
高
屋
２
０
６
７

③
民
謡
家

④
TEL
８
６

－

６
２
８
８

川　

越　

孝　

男
　

６３
歳

①
社
会
民
主
党
、
６
期

②
大
字
谷
沢
１
９
５

③
農
業

④
TEL
８
７

－

２
９
４
６

太　

田　

芳　

彦
　

６0
歳

①
無
所
属
、
１
期

②
六
供
町
一
丁
目
２

－

４
１

③
無
職

④
TEL
８
６

－

３
５
９
９

荒　

木　

春　

吉
　

６1
歳

①
無
所
属
、
３
期

②
元
町
四
丁
目
２
１

－

３

③
農
業

④
TEL
８
６

－

５
９
５
８

那　

須　
　
　

稔
　

６0
歳

①
公
明
党
、
７
期

②
末
広
町
４

－

７

－

２
３

③
政
党
役
員

④
TEL
８
４

－

４
０
４
８

（
年
齢
は
、
平
成
2３
年
７
月
20
日
現
在
）
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菊
地
　
弘
美 

氏
（
三
泉
）

　
眞
木
早
百
合 

氏
（
白
岩
）

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
次
の
方
を
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
美
代
子 

氏
（
谷
沢
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
　
捷
藏 

氏
（
白
岩
）

◇
醍
醐
財
産
区
管
理
会
管
理
委

員
の
選
任

　
欠
員
に
伴
う
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
佐
藤
た
か
お
氏
（
日
和
田
）

議
員
　
大
震
災
で
2３
年
度
に
繰

◇
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等

に
対
し
、
入
湯
税
の
課
税
を
免

除
し
た
も
の
。

◇
市
民
浴
場
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等

に
対
し
、
市
民
浴
場
の
使
用
料

を
無
料
と
し
た
も
の
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
税
基
礎
課
税

額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
、
介
護
納
付
金
課
税
額
の

各
限
度
額
を
改
正
し
た
も
の
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害

救
助
に
係
る
避
難
所
運
営
及
び

救
援
物
資
購
入
等
に
係
る
経
費

と
し
て
９
４
４
万
円
を
追
加
し

た
も
の
な
ど
。

◇
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
個
人

　
承
　
　
　
　
認

（
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
）

市
民
税
の
雑
損
控
除
の
特
例
措

置
の
創
設
な
ど
。

〈
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
〉

◇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

監
査
委
員
に
つ
い
て
、
新
た
に

杉
沼
孝
司
議
員
を
選
任
す
る
も

の
。
　

　
　
　
〈
全
会
一
致
で
同
意
〉

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
震
災

復
興
支
援
事
業
と
し
て
被
災
地

へ
の
支
援
及
び
市
内
避
難
者
支

援
事
業
費
等
に
係
る
経
費
１
４

７
９
万
２
千
円
を
追
加
す
る
も

の
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
停
電

に
対
応
す
る
た
め
、
可
搬
式
発

電
機
購
入
に
伴
う
建
設
改
良
費

７
８
７
万
５
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　
可
　
　
　
　
決

　
平
成
12
年
４
月
施
行
の
「
地

方
分
権
一
括
法
」
に
よ
り
地
方

自
治
体
の
自
己
責
任
と
自
己
決

定
権
が
拡
大
し
、
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
や
責
務
は
極
め
て

大
き
い
。
ま
た
議
会
は
憲
法
に

定
め
ら
れ
た
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
事
機
関
と
し
て
市

民
の
付
託
に
応
え
る
べ
き
で
あ

り
、
市
長
等
執
行
機
関
へ
の
監

視
や
評
価
機
能
の
充
実
を
図
る

と
共
に
議
員
同
士
の
自
由
闊
達

な
議
論
を
経
て
政
策
提
言
や
政

策
立
案
を
積
極
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
更
に
公
平
性
、
透
明
性
を
堅

持
す
る
た
め
、
市
民
と
の
対
話

を
重
視
し
、
市
民
に
対
し
て
の

説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に

よ
り
議
会
の
権
限
と
責
任
を
明

確
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
と

し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
条
例

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
策
定
委
員

会
設
置
な
る（
６
／
２
）

（
５
月
１
日
～
７
月
20
日
）

　
５
月

１
日
　
新
し
い
議
員
の
任
期
ス
タ
ー
ト

10
日
　
全
員
協
議
会
（
初
会
合
）

12
日
　
世
話
人
会（
臨
時
会
の
運
営
）

17
日
　
第
３
回
臨
時
会
（
議
会
の
組

　
　
　
織
ほ
か
）

20
日
　
定
例
議
員
懇
談
会
、

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

23
日
　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
　

　
　
　
定
期
総
会
、

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

24
日
　
議
会
運
営
委
員
会

25
日
　
東
北
市
議
会
議
長
会
監
事
　

　
　
　
会
、
理
事
会
、
定
期
総
会

27
日
　
会
派
代
表
者
会
議

27
日
～
６
月
９
日

　
　
　
第
２
回（
６
月
）定
例
会

30
日
　
山
形
県
市
議
会
議
長
会
定
　

　
　
　
期
総
会

　
６
月

２
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
基
本
条

　
　
　
例
策
定
委
員
会

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、

　
　
　
議
会
基
本
条
例
策
定
委
員
会

13
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

15
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議

会

日

誌

21
日
　
議
会
基
本
条
例
策
定
委
員
会

22
日
　
議
員
懇
談
会

29
日
　
議
会
基
本
条
例
策
定
委
員
会
、

　
　
　
議
会
基
本
条
例
策
定
研
修
会
、

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、

　
　
　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
議

　
　
　
員
研
修
会

30
日
　
山
形
県
森
林
・
林
業
・
林
産

　
　
　
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
定

　
　
　
期
総
会
・
研
修
会

　
７
月

４
日
～
８
日

　
　
　
新
人
議
員
研
修
会

６
日
　
中
学
校
給
食
試
食
会
、

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

８
日
　
会
派
代
表
者
会
議
、

　
　
　
全
員
協
議
会
、

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日
～
13
日

　
　
　
新
政
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
、
新

　
　
　
清
・
公
明
ク
ラ
ブ
行
政
視
察

14
日
　
行
啓
特
別
奉
迎

15
日
　
西
村
山
地
方
開
発
重
要
事
業

　
　
　
要
望

16
日
　
山
形
県
市
議
会
議
長
会
国
会

　
　
　
議
員
と
の
懇
談
会

19
日
～
20
日

　
　
　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
行

　
　
　
政
視
察

　第２回（６月）定例会は、５月２７日から６月９日までの１４日間の会期で開催されました。今議会
では農業委員の議会推薦のほかに、人権擁護委員の推薦の意見を求める件、並びに市長から提案された
報告案件５件を除く人事案件２件、補正予算３件、条例改正２件、その他２件の合計９案件を審議し、
いずれも原案のとおり同意、可決されました。また、請願２件が提出され、審査の結果、いずれも採択
となりました。採択した請願に関わる意見書提出の議会案２件が可決され、意見書は直ちに国の関係機
関に送付しました。

６ 月 定 例 会

農
業
委
員
を
推
薦

人
事
案
件
に
同
意

下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

議
案
な
ど
に

対
す
る
主
な
質
疑

り
越
す
に
し
て
も
、
景
気
対
策

上
、
で
き
る
だ
け
早
く
予
算
執

行
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
　
原
発
を
含
め
大
震
災
の

直
接
的
な
被
害
は
無
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
い
ろ
ん
な
面
で
経
済

的
影
響
が
出
て
お
り
、
今
後
も

懸
念
さ
れ
る
。
今
回
の
繰
越
も

含
め
迅
速
に
対
応
し
た
い
。
　

議
員
　
も
っ
と
大
胆
に
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
早
晩
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
そ
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
弁
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
多
用
な
ど
医
療
費
の
増
嵩
と

市
民
の
負
担
を
抑
え
た
い
。
22

年
度
決
算
状
況
を
踏
ま
え
、
財

源
確
保
の
見
通
し
を
立
て
税
率

を
改
正
し
た
。
毎
年
税
率
を
上

げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

い
ろ
ん
な
対
策
を
一
緒
に
講
じ

な
が
ら
努
力
し
た
い
。
　
　

議
員
　
今
回
の
按
分
率
改
定
で

国
保
税
収
入
の
増
額
は
幾
ら
に

な
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
階
層

が
増
え
る
の
か
。

答
弁
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
、
９
３
０
０
万
円
程
に
な

り
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

臨
時
会
の
議
決
結
果

本
会
議

　
委

員

長
　
那
須
　
　
稔

　
副
委
員
長
　
遠
藤
智
与
子

委
員
　
旧
三
泉
小
学
校
跡
地
処

分
と
し
て
２
０
０
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
売
り
払
い
の
時

期
、
方
法
、
面
積
、
積
算
根
拠
、

土
地
の
活
用
条
件
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
弁
　
７
月
20
日
付
の
市
報
で

正
副
委
員
長
の
互
選

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
対
す
る
主
な
質
疑

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
出
す

予
定
。
面
積
は
１
０
０
０
㎡
で

坪
単
価
は
４
万
１
千
円
と
見
込

ん
で
い
る
。
土
地
の
活
用
は
住

宅
用
地
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
下
水
道
の
自
家
発
電
装

置
の
修
理
に
つ
い
て
、
ど
う
い

う
修
理
で
要
す
る
期
間
は
ど
の

程
度
か
。

答
弁
　
今
回
の
修
理
は
動
力
部

分
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
）

の
修
理
で
メ
ー
カ
ー
に
委
託
す

る
予
定
で
す
。

委
員
　
国
保
会
計
の
給
付
基
金

の
積
み
立
て
額
は
、
い
く
ら
が

適
当
な
の
か
。

答
弁
　
大
体
３
億
円
で
す
。

委
員
　
国
保
税
は
中
間
層
の
人

に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
被

保
険
者
の
所
得
の
最
高
額
は
い

く
ら
か
。

答
弁
　
平
成
21
年
度
当
初
賦
課

の
最
高
が
３
０
０
０
万
円
、
総

所
得
額
は
３
４
０
０
万
円
位
で
、

22
年
度
の
当
初
賦
課
の
最
高
額

は
２
４
０
０
万
円
位
で
す
。
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菊
地
　
弘
美 

氏
（
三
泉
）

　
眞
木
早
百
合 

氏
（
白
岩
）

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
次
の
方
を
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
美
代
子 

氏
（
谷
沢
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
　
捷
藏 

氏
（
白
岩
）

◇
醍
醐
財
産
区
管
理
会
管
理
委

員
の
選
任

　
欠
員
に
伴
う
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
佐
藤
た
か
お
氏
（
日
和
田
）

議
員
　
大
震
災
で
2３
年
度
に
繰

◇
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等

に
対
し
、
入
湯
税
の
課
税
を
免

除
し
た
も
の
。

◇
市
民
浴
場
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等

に
対
し
、
市
民
浴
場
の
使
用
料

を
無
料
と
し
た
も
の
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
税
基
礎
課
税

額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
、
介
護
納
付
金
課
税
額
の

各
限
度
額
を
改
正
し
た
も
の
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害

救
助
に
係
る
避
難
所
運
営
及
び

救
援
物
資
購
入
等
に
係
る
経
費

と
し
て
９
４
４
万
円
を
追
加
し

た
も
の
な
ど
。

◇
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
個
人

　
承
　
　
　
　
認

（
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
）

市
民
税
の
雑
損
控
除
の
特
例
措

置
の
創
設
な
ど
。

〈
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
〉

◇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

監
査
委
員
に
つ
い
て
、
新
た
に

杉
沼
孝
司
議
員
を
選
任
す
る
も

の
。
　

　
　
　
〈
全
会
一
致
で
同
意
〉

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
震
災

復
興
支
援
事
業
と
し
て
被
災
地

へ
の
支
援
及
び
市
内
避
難
者
支

援
事
業
費
等
に
係
る
経
費
１
４

７
９
万
２
千
円
を
追
加
す
る
も

の
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
停
電

に
対
応
す
る
た
め
、
可
搬
式
発

電
機
購
入
に
伴
う
建
設
改
良
費

７
８
７
万
５
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　
可
　
　
　
　
決

　
平
成
12
年
４
月
施
行
の
「
地

方
分
権
一
括
法
」
に
よ
り
地
方

自
治
体
の
自
己
責
任
と
自
己
決

定
権
が
拡
大
し
、
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
や
責
務
は
極
め
て

大
き
い
。
ま
た
議
会
は
憲
法
に

定
め
ら
れ
た
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
事
機
関
と
し
て
市

民
の
付
託
に
応
え
る
べ
き
で
あ

り
、
市
長
等
執
行
機
関
へ
の
監

視
や
評
価
機
能
の
充
実
を
図
る

と
共
に
議
員
同
士
の
自
由
闊
達

な
議
論
を
経
て
政
策
提
言
や
政

策
立
案
を
積
極
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
更
に
公
平
性
、
透
明
性
を
堅

持
す
る
た
め
、
市
民
と
の
対
話

を
重
視
し
、
市
民
に
対
し
て
の

説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に

よ
り
議
会
の
権
限
と
責
任
を
明

確
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
と

し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
条
例

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
策
定
委
員

会
設
置
な
る（
６
／
２
）

（
５
月
１
日
～
７
月
20
日
）

　
５
月

１
日
　
新
し
い
議
員
の
任
期
ス
タ
ー
ト

10
日
　
全
員
協
議
会
（
初
会
合
）

12
日
　
世
話
人
会（
臨
時
会
の
運
営
）

17
日
　
第
３
回
臨
時
会
（
議
会
の
組

　
　
　
織
ほ
か
）

20
日
　
定
例
議
員
懇
談
会
、

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

23
日
　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
　

　
　
　
定
期
総
会
、

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

24
日
　
議
会
運
営
委
員
会

25
日
　
東
北
市
議
会
議
長
会
監
事
　

　
　
　
会
、
理
事
会
、
定
期
総
会

27
日
　
会
派
代
表
者
会
議

27
日
～
６
月
９
日

　
　
　
第
２
回（
６
月
）定
例
会

30
日
　
山
形
県
市
議
会
議
長
会
定
　

　
　
　
期
総
会

　
６
月

２
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
基
本
条

　
　
　
例
策
定
委
員
会

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、

　
　
　
議
会
基
本
条
例
策
定
委
員
会

13
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

15
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議

会

日

誌

21
日
　
議
会
基
本
条
例
策
定
委
員
会

22
日
　
議
員
懇
談
会

29
日
　
議
会
基
本
条
例
策
定
委
員
会
、

　
　
　
議
会
基
本
条
例
策
定
研
修
会
、

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、

　
　
　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
議

　
　
　
員
研
修
会

30
日
　
山
形
県
森
林
・
林
業
・
林
産

　
　
　
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
定

　
　
　
期
総
会
・
研
修
会

　
７
月

４
日
～
８
日

　
　
　
新
人
議
員
研
修
会

６
日
　
中
学
校
給
食
試
食
会
、

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

８
日
　
会
派
代
表
者
会
議
、

　
　
　
全
員
協
議
会
、

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日
～
13
日

　
　
　
新
政
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
、
新

　
　
　
清
・
公
明
ク
ラ
ブ
行
政
視
察

14
日
　
行
啓
特
別
奉
迎

15
日
　
西
村
山
地
方
開
発
重
要
事
業

　
　
　
要
望

16
日
　
山
形
県
市
議
会
議
長
会
国
会

　
　
　
議
員
と
の
懇
談
会

19
日
～
20
日

　
　
　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
行

　
　
　
政
視
察

　第２回（６月）定例会は、５月２７日から６月９日までの１４日間の会期で開催されました。今議会
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関に送付しました。

６ 月 定 例 会

農
業
委
員
を
推
薦

人
事
案
件
に
同
意

下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

議
案
な
ど
に

対
す
る
主
な
質
疑

り
越
す
に
し
て
も
、
景
気
対
策

上
、
で
き
る
だ
け
早
く
予
算
執

行
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
　
原
発
を
含
め
大
震
災
の

直
接
的
な
被
害
は
無
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
い
ろ
ん
な
面
で
経
済

的
影
響
が
出
て
お
り
、
今
後
も

懸
念
さ
れ
る
。
今
回
の
繰
越
も

含
め
迅
速
に
対
応
し
た
い
。
　

議
員
　
も
っ
と
大
胆
に
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
早
晩
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
そ
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
弁
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
多
用
な
ど
医
療
費
の
増
嵩
と

市
民
の
負
担
を
抑
え
た
い
。
22

年
度
決
算
状
況
を
踏
ま
え
、
財

源
確
保
の
見
通
し
を
立
て
税
率

を
改
正
し
た
。
毎
年
税
率
を
上

げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

い
ろ
ん
な
対
策
を
一
緒
に
講
じ

な
が
ら
努
力
し
た
い
。
　
　

議
員
　
今
回
の
按
分
率
改
定
で

国
保
税
収
入
の
増
額
は
幾
ら
に

な
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
階
層

が
増
え
る
の
か
。

答
弁
　
シ
ミ
ュ
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ー
シ
ョ
ン
の

結
果
、
９
３
０
０
万
円
程
に
な

り
ま
す
。

予
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委
員
会

臨
時
会
の
議
決
結
果

本
会
議

　
委

員

長
　
那
須
　
　
稔

　
副
委
員
長
　
遠
藤
智
与
子

委
員
　
旧
三
泉
小
学
校
跡
地
処

分
と
し
て
２
０
０
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
売
り
払
い
の
時

期
、
方
法
、
面
積
、
積
算
根
拠
、

土
地
の
活
用
条
件
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
弁
　
７
月
20
日
付
の
市
報
で

正
副
委
員
長
の
互
選

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
対
す
る
主
な
質
疑

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
出
す

予
定
。
面
積
は
１
０
０
０
㎡
で

坪
単
価
は
４
万
１
千
円
と
見
込

ん
で
い
る
。
土
地
の
活
用
は
住

宅
用
地
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
下
水
道
の
自
家
発
電
装

置
の
修
理
に
つ
い
て
、
ど
う
い

う
修
理
で
要
す
る
期
間
は
ど
の

程
度
か
。

答
弁
　
今
回
の
修
理
は
動
力
部

分
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
）

の
修
理
で
メ
ー
カ
ー
に
委
託
す

る
予
定
で
す
。

委
員
　
国
保
会
計
の
給
付
基
金

の
積
み
立
て
額
は
、
い
く
ら
が

適
当
な
の
か
。

答
弁
　
大
体
３
億
円
で
す
。

委
員
　
国
保
税
は
中
間
層
の
人

に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
被

保
険
者
の
所
得
の
最
高
額
は
い

く
ら
か
。

答
弁
　
平
成
21
年
度
当
初
賦
課

の
最
高
が
３
０
０
０
万
円
、
総

所
得
額
は
３
４
０
０
万
円
位
で
、

22
年
度
の
当
初
賦
課
の
最
高
額

は
２
４
０
０
万
円
位
で
す
。
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一般質問

2011.７.20

高
校
再
編
問
題
に
つ
い
て

新
　
宮
　
征
　
一
　
議
員

　

県
教
育
委
員
会
が
先
に
示
し
た
西
村

山
地
区
高
校
再
編
案
は
寒
河
江
高
と
谷

地
高
、
寒
河
江
工
高
と
左
沢
高
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
制
で
あ

る
が
、
普
通
科
高
校
と
実
践
型
高
校
と

の
組
み
合
わ
せ
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
と
議
会
、
同
窓
会
等
で

再
検
討
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
県
の
動
き
と
、
こ

れ
ま
で
の
市
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
又
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
全

市
民
を
対
象
と
し
た
署
名
運
動
な
ど
も

視
野
に
入
れ
た
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、

市
、
市
議
会
、
同
窓
会
等
か
ら
の
要
望

等
が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
、
３
月
に
県

立
高
校
再
編
整
備
計
画
と
し
て
ま
と
め

た
と
聞
い
て
お
り
、
遺
憾
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
関
係

す
る
３
同
窓
会
長
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
寒
工
高
と
寒
高
果
樹
園
芸
科
の
統

合
や
校
舎
改
築
、
設
備
更
新
等
を
内
容

と
す
る
要
望
の
一
本
化
に
つ
い
て
検
討

し
、
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
同
窓
会
や
関

係
団
体
等
か
ら
な
る
組
織
を
設
立
し
、

市
民
あ
げ
て
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
と

生
活
圏
の
拡
大
を
図
る
た
め
交
付
さ
れ

て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
と
給
油
券
は
年
々

減
額
さ
れ
て
き
た
。
元
の
水
準
ま
で
戻

す
か
増
額
を
求
め
て
き
た
が
、
今
年
度

は
タ
ク
シ
ー
券
は
増
額
さ
れ
た
も
の
の

給
油
券
は
去
年
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

制
度
の
趣
旨
や
目
的
か
ら
整
合
性
を

図
る
た
め
同
額
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
団
体
か
ら
の
ご
要
望
や
他
の

自
治
体
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
増
額
を

行
い
ま
し
た
。
給
油
券
の
利
用
者
は
、

タ
ク
シ
ー
利
用
と
比
較
し
、
同
じ
距
離

を
移
動
す
る
場
合
少
額
で
済
む
と
思
料

さ
れ
る
こ
と
や
給
油
券
の
助
成
は
他
市

と
比
較
し
て
遜
色
な
い
と
の
こ
と
か
ら

去
年
と
同
額
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

障
が
い
者
団
体
等
の
御
要
望
も
お
聞
き

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
に
交
付
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券

と
給
油
券
と
の
格
差
是
正
に
つ
い
て

災
害
に
つ
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

辻
　
　
　
登
代
子
　
議
員

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
本
市
の
防
災
対
策
の
重
要
性
を
実
感

し
た
。

　

震
災
後
、
交
通
の
便
が
悪
い
地
域
の

高
齢
者
が
買
物
や
通
院
に
も
困
っ
て
い

た
。
災
害
後
の
臨
時
福
祉
バ
ス
の
運
行

の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

災
害
時
の
要
援
護
者
の
登
録
が
推
進

さ
れ
て
お
り
平
成
２３
年
４
月
末
ま
で
約

８
０
０
名
、
一
年
間
で
８７
名
の
登
録
者

数
増
加
で
あ
っ
た
。

　

弱
者
で
あ
る
要
援
護
者
の
犠
牲
者
を

最
小
限
に
く
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　

早
期
実
現
に
向
け
て
の
対
応
を
願
い

た
い
。

　

本
市
の
自
主
防
災
組
織
率
は
平
成
２３

年
４
月
１
日
現
在
約
50
％
で
あ
り
、
平

成
２７
年
度
ま
で
８0
％
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

　

中
心
部
の
組
織
率
の
向
上
に
対
す
る

取
組
み
と
方
法
は
今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
伺
い
た
い
。

　

結
成
後
訓
練
の
実
施
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
周
知
も
願
い
た
い
。

市
長
　
今
回
の
災
害
で
は
、
物
流
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
市
民
全
体
が
今
ま
で
に
な

い
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
行
政
に
お

い
て
も
燃
料
確
保
が
困
難
と
な
り
、
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

臨
時
の
福
祉
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

併
せ
て
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
の
方
々
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
今
後
も
災
害
時
の
要

援
護
者
の
随
時
登
録
と
年
１
回
の
修
正

作
業
に
よ
り
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
登
録
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
、
制
度
趣
旨

な
ど
の
充
分
な
周
知
徹
底
を
図
り
な
が

ら
、
登
録
へ
の
ご
理
解
を
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
震
災
後
、
自
主
防
災
組
織

の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
防

災
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
設
立
に
向
け
た
説
明
会
を
頻
繁
に

行
い
、
組
織
率
の
向
上
に
向
け
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
や
県
、

消
防
本
部
で
は
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

支
援
を
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

６月定例会の提出議案と議決結果

議案番号 議　　　案　　　名　　　等 議決結果

議第37号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　任期満了に伴い、鈴木捷藏氏を再任しようとするもの

全会一致で
同意

議第3８号 寒河江市醍醐財産区管理会財産区管理委員の選任について
　委員の辞任に伴い、佐藤たかお氏を補欠委員に選任することについて議会の同意を
　求めるもの

全会一致で
同意

議第39号 平成２３年度寒河江市一般会計補正予算（第３号）
　公共下水道事業特別会計繰出金など６,３４８万３千円を追加するもの

全会一致で
可決

議第40号 平成２３年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　浄化センター自家発電装置の修繕費２,０００万円を追加するもの

全会一致で
可決

議第41号 平成２３年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

　国保財政の安定化のため、給付基金積立金２,０００万円を追加するもの
全会一致で
可決

議第42号 寒河江市医療費支給に関する条例の一部改正について

　子育て支援医療給付事業において、子どもの医療費無料化を小学３年生まで
　及び入院費を中学３年生まで拡大するため、所要の改正をするもの

全会一致で
可決

議第43号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について

　国民健康保険事業のために必要とされる税収を確保するため、各按分率につ
　いて、所要の改正をしようとするもの

多数で可決

議第44号 市道路線の名称変更について

　隣接する市道中町バイパス線との整合を図るため、路線名を変更しようとす
　るもの

全会一致で
可決

議第45号 市道路線の認定について

　円滑な道路交通の確保と生活住民の向上に資するため、２路線を認定しよう
　とするもの

全会一致で
可決

議会案第６号 シルバー人材センターに対する国の補助金確保に関する意見書の提出について 全会一致で
可決

議会案第７号 ２３価肺炎球菌ワクチンへの公費助成に関する意見書の提出について 全会一致で
可決

※請願の採択を受け、意見書提出に係る議会案２件が可決され、各意見書は、市議会から直ちに関係省庁に

　送付しました。

賛　否　表（下記以外は全会一致で同意又は可決）

○は賛成　●は反対　▲は棄権　－は欠席

議員氏名等　

　議案名

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

阿
部
　
　
清

遠
藤
智
与
子

後
藤
健
一
郎

太
田
　
芳
彦

國
井
　
輝
明

沖
津
　
一
博

工
藤
　
吉
雄

杉
沼
　
孝
司

辻
　
登
代
子

荒
木
　
春
吉

木
村
寿
太
郎

新
宮
　
征
一

佐
藤
　
良
一

内
藤
　
　
明

川
越
　
孝
男

那
須
　
　
稔

鴨
田
　
俊
葊

議第4３号　寒河江市国民健康保険税条例の一部改正に
　　　　　ついて

○●○○○○○○○○○○●○●○○
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一般質問

2011.７.20

高
校
再
編
問
題
に
つ
い
て

新
　
宮
　
征
　
一
　
議
員

　

県
教
育
委
員
会
が
先
に
示
し
た
西
村

山
地
区
高
校
再
編
案
は
寒
河
江
高
と
谷

地
高
、
寒
河
江
工
高
と
左
沢
高
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
制
で
あ

る
が
、
普
通
科
高
校
と
実
践
型
高
校
と

の
組
み
合
わ
せ
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
と
議
会
、
同
窓
会
等
で

再
検
討
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
県
の
動
き
と
、
こ

れ
ま
で
の
市
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
又
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
全

市
民
を
対
象
と
し
た
署
名
運
動
な
ど
も

視
野
に
入
れ
た
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、

市
、
市
議
会
、
同
窓
会
等
か
ら
の
要
望

等
が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
、
３
月
に
県

立
高
校
再
編
整
備
計
画
と
し
て
ま
と
め

た
と
聞
い
て
お
り
、
遺
憾
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
関
係

す
る
３
同
窓
会
長
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
寒
工
高
と
寒
高
果
樹
園
芸
科
の
統

合
や
校
舎
改
築
、
設
備
更
新
等
を
内
容

と
す
る
要
望
の
一
本
化
に
つ
い
て
検
討

し
、
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
同
窓
会
や
関

係
団
体
等
か
ら
な
る
組
織
を
設
立
し
、

市
民
あ
げ
て
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
と

生
活
圏
の
拡
大
を
図
る
た
め
交
付
さ
れ

て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
と
給
油
券
は
年
々

減
額
さ
れ
て
き
た
。
元
の
水
準
ま
で
戻

す
か
増
額
を
求
め
て
き
た
が
、
今
年
度

は
タ
ク
シ
ー
券
は
増
額
さ
れ
た
も
の
の

給
油
券
は
去
年
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

制
度
の
趣
旨
や
目
的
か
ら
整
合
性
を

図
る
た
め
同
額
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
団
体
か
ら
の
ご
要
望
や
他
の

自
治
体
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
増
額
を

行
い
ま
し
た
。
給
油
券
の
利
用
者
は
、

タ
ク
シ
ー
利
用
と
比
較
し
、
同
じ
距
離

を
移
動
す
る
場
合
少
額
で
済
む
と
思
料

さ
れ
る
こ
と
や
給
油
券
の
助
成
は
他
市

と
比
較
し
て
遜
色
な
い
と
の
こ
と
か
ら

去
年
と
同
額
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

障
が
い
者
団
体
等
の
御
要
望
も
お
聞
き

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
に
交
付
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券

と
給
油
券
と
の
格
差
是
正
に
つ
い
て

災
害
に
つ
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

辻
　
　
　
登
代
子
　
議
員

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
本
市
の
防
災
対
策
の
重
要
性
を
実
感

し
た
。

　

震
災
後
、
交
通
の
便
が
悪
い
地
域
の

高
齢
者
が
買
物
や
通
院
に
も
困
っ
て
い

た
。
災
害
後
の
臨
時
福
祉
バ
ス
の
運
行

の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

災
害
時
の
要
援
護
者
の
登
録
が
推
進

さ
れ
て
お
り
平
成
２３
年
４
月
末
ま
で
約

８
０
０
名
、
一
年
間
で
８７
名
の
登
録
者

数
増
加
で
あ
っ
た
。

　

弱
者
で
あ
る
要
援
護
者
の
犠
牲
者
を

最
小
限
に
く
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　

早
期
実
現
に
向
け
て
の
対
応
を
願
い

た
い
。

　

本
市
の
自
主
防
災
組
織
率
は
平
成
２３

年
４
月
１
日
現
在
約
50
％
で
あ
り
、
平

成
２７
年
度
ま
で
８0
％
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

　

中
心
部
の
組
織
率
の
向
上
に
対
す
る

取
組
み
と
方
法
は
今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
伺
い
た
い
。

　

結
成
後
訓
練
の
実
施
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
周
知
も
願
い
た
い
。

市
長
　
今
回
の
災
害
で
は
、
物
流
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
市
民
全
体
が
今
ま
で
に
な

い
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
行
政
に
お

い
て
も
燃
料
確
保
が
困
難
と
な
り
、
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

臨
時
の
福
祉
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

併
せ
て
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
の
方
々
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
今
後
も
災
害
時
の
要

援
護
者
の
随
時
登
録
と
年
１
回
の
修
正

作
業
に
よ
り
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
登
録
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
、
制
度
趣
旨

な
ど
の
充
分
な
周
知
徹
底
を
図
り
な
が

ら
、
登
録
へ
の
ご
理
解
を
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
震
災
後
、
自
主
防
災
組
織

の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
防

災
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
設
立
に
向
け
た
説
明
会
を
頻
繁
に

行
い
、
組
織
率
の
向
上
に
向
け
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
や
県
、

消
防
本
部
で
は
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

支
援
を
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

６月定例会の提出議案と議決結果

議案番号 議　　　案　　　名　　　等 議決結果

議第37号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　任期満了に伴い、鈴木捷藏氏を再任しようとするもの

全会一致で
同意

議第3８号 寒河江市醍醐財産区管理会財産区管理委員の選任について
　委員の辞任に伴い、佐藤たかお氏を補欠委員に選任することについて議会の同意を
　求めるもの

全会一致で
同意

議第39号 平成２３年度寒河江市一般会計補正予算（第３号）
　公共下水道事業特別会計繰出金など６,３４８万３千円を追加するもの

全会一致で
可決

議第40号 平成２３年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　浄化センター自家発電装置の修繕費２,０００万円を追加するもの

全会一致で
可決

議第41号 平成２３年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

　国保財政の安定化のため、給付基金積立金２,０００万円を追加するもの
全会一致で
可決

議第42号 寒河江市医療費支給に関する条例の一部改正について

　子育て支援医療給付事業において、子どもの医療費無料化を小学３年生まで
　及び入院費を中学３年生まで拡大するため、所要の改正をするもの

全会一致で
可決

議第43号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について

　国民健康保険事業のために必要とされる税収を確保するため、各按分率につ
　いて、所要の改正をしようとするもの

多数で可決

議第44号 市道路線の名称変更について

　隣接する市道中町バイパス線との整合を図るため、路線名を変更しようとす
　るもの

全会一致で
可決

議第45号 市道路線の認定について

　円滑な道路交通の確保と生活住民の向上に資するため、２路線を認定しよう
　とするもの

全会一致で
可決

議会案第６号 シルバー人材センターに対する国の補助金確保に関する意見書の提出について 全会一致で
可決

議会案第７号 ２３価肺炎球菌ワクチンへの公費助成に関する意見書の提出について 全会一致で
可決

※請願の採択を受け、意見書提出に係る議会案２件が可決され、各意見書は、市議会から直ちに関係省庁に

　送付しました。

賛　否　表（下記以外は全会一致で同意又は可決）

○は賛成　●は反対　▲は棄権　－は欠席

議員氏名等　

　議案名

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

阿
部
　
　
清

遠
藤
智
与
子

後
藤
健
一
郎

太
田
　
芳
彦

國
井
　
輝
明

沖
津
　
一
博

工
藤
　
吉
雄

杉
沼
　
孝
司

辻
　
登
代
子

荒
木
　
春
吉

木
村
寿
太
郎

新
宮
　
征
一

佐
藤
　
良
一

内
藤
　
　
明

川
越
　
孝
男

那
須
　
　
稔

鴨
田
　
俊
葊

議第4３号　寒河江市国民健康保険税条例の一部改正に
　　　　　ついて

○●○○○○○○○○○○●○●○○
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市
庁
舎
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

國
　
井
　
輝
　
明
　
議
員

行
政
一
般
に
つ
い
て

内
　
藤
　
　
　
明
　
議
員

　

市
長
は
じ
め
常
勤
特
別
職
の
月
額
報

酬
は
、
条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
規
定
額

よ
り
減
額
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
議
員

報
酬
は
平
成
８
年
か
ら
、
同
額
に
な
っ

て
い
る
。
市
の
厳
し
い
財
政
事
情
等
に

鑑
み
、
議
員
報
酬
を
減
額
す
べ
し
と
の

声
が
あ
る
。

　

５
月
の
定
例
議
員
懇
談
会
に
お
い
て
、

議
会
と
し
て
も
議
員
報
酬
の
減
額
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
市

長
は
次
の
報
酬
審
議
会
に
議
員
報
酬
の

減
額
を
諮
問
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長
　
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ
り
、

市
長
の
給
料
に
つ
い
て
は
３0
％
、
副
市

長
は
1３
％
、
教
育
長
は
10
％
、
監
査
委

員
は
９
％
を
平
成
22
年
４
月
分
に
遡
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
て
い
ま
す
。
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
は
、
必
要
な
都
度
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

議
会
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
、
議
会

内
で
十
分
に
ご
協
議
を
い
た
だ
き
、
減

額
に
つ
い
て
協
議
が
整
っ
た
段
階
に
お

い
て
、
同
審
議
会
に
諮
問
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
約
１
カ
月

半
に
な
る
が
、
「
大
変
お
い
し
い
」
と

す
る
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
そ
う
で
な

い
生
徒
が
い
た
と
耳
に
す
る
。
こ
れ
は

食
味
の
個
人
差
と
し
て
だ
け
で
は
片
付

け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
の
認
識
と
対
応
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
ま
た
塩
味
が
薄
い
と
の

指
摘
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
生
徒
の
成
育

や
健
康
上
の
こ
と
を
考
え
て
の
配
慮
か
。

教
育
委
員
長
　
給
食
の
実
施
状
況
は
、

担
当
職
員
が
学
校
を
訪
問
し
た
り
、
教

職
員
に
よ
る
検
食
や
各
種
会
議
等
に
お

い
て
把
握
に
努
め
て
お
り
、
概
ね
良
好

に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
給
食
は

安
全
安
心
は
当
然
の
こ
と
、
さ
ら
に
、

お
い
し
い
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の

で
、
味
付
け
に
対
す
る
御
指
摘
な
ど
関

係
者
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
給
食

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
徒
や
教
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
今
後
の
参
考
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

震
災
時
に
お
け
る
庁
舎
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
、
寒
河
江
市
で
は
山
形
県
を

震
源
と
す
る
大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、

市
庁
舎
の
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
耐

震
工
事
、
又
は
建
て
替
え
を
急
ぐ
べ
き

と
思
い
ま
す
。
庁
舎
の
耐
震
化
、
又
は
、

建
て
替
え
を
含
め
大
地
震
を
想
定
し
た

対
策
に
ど
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
る

の
か
市
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

市
長
　
市
庁
舎
を
設
計
し
た
黒
川
紀
章

建
築
設
計
事
務
所
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
耐
震
工
事
の
場
合
の
事
業
費
の
見

込
み
や
補
強
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
速
や
か
に

耐
震
改
修
し
た
方
が
よ
い
の
か
、
あ
る

い
は
庁
舎
を
改
築
し
て
い
く
の
か
等
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
進
め
、
市
庁

舎
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
決
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
よ
り
大
変
要
望
が
強
い
屋
内
多

目
的
運
動
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
新

第
５
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
の
実
施
計

　

「
災
害
に
つ
よ
い
地
域
づ
く
り
」
と

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
の
推
進
事
業
を
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
減
災
は
日
頃
の
訓
練
と

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
そ
し
て
個
々
の
住

宅
の
耐
震
、
火
災
報
知
器
の
設
置
推
進

が
大
切
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の

進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
と
隣
近
所
の
関
わ

り
が
薄
れ
て
ゆ
く
中
で
災
害
が
起
き
た

と
き
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
対
応

を
検
討
し
た
り
情
報
を
交
換
し
あ
え
る

方
法
等
は
な
い
の
か
。

　

安
全
、
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

側
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
・
手
助
け
す
る

側
、
共
に
満
足
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
す
、
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
今
後
の
進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
防
災
訓
練
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
、

災
害
時
の
行
動
を
的
確
に
行
う
た
め
に

大
変
重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
今
後
も

充
実
し
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
は
、
今
年
度
か
ら
耐

震
診
断
を
無
料
化
に
し
て
お
り
ま
す
し
、

画
に
、
平
成
２４
年
度
の
調
査
事
業
と
し

て
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

が
ど
の
よ
う
な
用
途
で
の
建
設
を
予
定

し
て
い
る
の
か
、
又
、
立
地
場
所
を
含

め
、
ど
の
程
度
の
建
設
規
模
を
想
定
し

て
い
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

市
長
　
冬
期
間
の
降
雪
期
間
は
屋
外
型

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
ま

で
も
要
望
が
多
く
あ
っ
た
施
設
で
、
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
な
ど
、
様
々

な
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
多
目
的
な

施
設
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
冬
期
間
の
利
用
に
は
駐
車
場
の
除
雪

や
安
全
管
理
も
含
め
た
管
理
運
営
面
な

ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

立
地
場
所
や
規
模
等
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
基
本
的
な
方

向
性
を
検
討
し
、
来
年
度
に
は
調
査
設

計
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

火
災
報
知
器
の
普
及
向
上
の
た
め
広
報

誌
の
活
用
や
団
体
等
と
連
携
し
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
行
う
考
え
で
す
。

　
緊
急
の
災
害
時
に
は
、
登
録
情
報
に

つ
い
て
、
要
援
護
者
を
支
援
す
る
地
元

関
係
者
、
更
に
は
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
関
係
機
関
等
へ
速
や
か
に
提
供
し
、

関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
市
民
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化
推
進
事
業

の
創
設
を
は
じ
め
、
市
民
の
市
政
参
画

を
推
進
す
る
た
め
重
要
計
画
を
策
定
す

る
場
合
の
意
見
交
換
会
等
の
実
施
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
市
民
評

価
、
市
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
、
公

表
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

荒
　
木
　
春
　
吉
　
議
員

　

平
成
1７
年
に
国
の
「
食
育
基
本
法
」

が
制
定
、
翌
1８
年
に
は
本
県
の
「
夢
未

来
や
ま
が
た
食
育
計
画
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
で
は
平
成
２２
～
２７
年
度

迄
を
め
ど
と
す
る
「
食
育
推
進
計
画
」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

英
国
で
は
、
「
胃
袋
と
脳
み
そ
は
直

結
」
と
言
い
ま
す
。
本
市
で
も
今
春
よ

り
中
学
校
完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
食
農
教
育
（
事
業
体
験
）
は
知
・

徳
・
体
育
の
基
礎
を
成
す
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。
本
市
の
食
育
推
進
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
寒
河
江
市
食
育
推
進
会
議
は
、

2３
年
２
月
に
、
食
育
推
進
計
画
の
総
合

的
な
推
進
を
目
的
に
、
副
市
長
を
会
長

と
し
関
係
課
長
等
８
委
員
を
も
っ
て
組

織
し
て
お
り
ま
す
。
2３
年
２
月
2３
日
に

開
催
し
、
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管

に
お
け
る
実
施
事
業
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
、
計
画
推
進
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き

ま
し
て
も
当
会
議
で
連
絡
調
整
を
図
り

な
が
ら
全
庁
的
に
計
画
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
言
葉
と

共
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
成
立
し
ま

し
た
。
健
常
者
と
障
が
い
者
の
共
生
社

会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

昨
年
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
本
市
の

教
育
振
興
計
画
は
、
国
の
教
育
振
興
基

本
計
画
と
の
整
合
性
と
中
学
校
完
全
給

食
実
施
を
柱
に
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

の
特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長
　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
状
況
に
合
わ
せ
た
特
別
支
援
教
育
の

推
進
は
、
重
要
な
教
育
課
題
で
す
。
そ

の
た
め
、
市
内
小
中
学
校
に
22
名
の
学

習
補
助
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
研
修
機
会
の
拡
充
に
よ
る
教
員
の

専
門
性
の
向
上
や
各
学
校
の
指
導
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
体
制
を
整
え
、
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に

向
け
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

屋
内
多
目
的
運
動
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

教
育
振
興
計
画
に
つ
い
て

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
の
生
徒
の

反
応
と
今
後
の
対
応
つ
い
て

新
第
５
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
に
つ
い
て

工
　
藤
　
吉
　
雄
　
議
員
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市
庁
舎
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

國
　
井
　
輝
　
明
　
議
員

行
政
一
般
に
つ
い
て

内
　
藤
　
　
　
明
　
議
員

　

市
長
は
じ
め
常
勤
特
別
職
の
月
額
報

酬
は
、
条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
規
定
額

よ
り
減
額
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
議
員

報
酬
は
平
成
８
年
か
ら
、
同
額
に
な
っ

て
い
る
。
市
の
厳
し
い
財
政
事
情
等
に

鑑
み
、
議
員
報
酬
を
減
額
す
べ
し
と
の

声
が
あ
る
。

　

５
月
の
定
例
議
員
懇
談
会
に
お
い
て
、

議
会
と
し
て
も
議
員
報
酬
の
減
額
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
市

長
は
次
の
報
酬
審
議
会
に
議
員
報
酬
の

減
額
を
諮
問
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長
　
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ
り
、

市
長
の
給
料
に
つ
い
て
は
３0
％
、
副
市

長
は
1３
％
、
教
育
長
は
10
％
、
監
査
委

員
は
９
％
を
平
成
22
年
４
月
分
に
遡
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
て
い
ま
す
。
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
は
、
必
要
な
都
度
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

議
会
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
、
議
会

内
で
十
分
に
ご
協
議
を
い
た
だ
き
、
減

額
に
つ
い
て
協
議
が
整
っ
た
段
階
に
お

い
て
、
同
審
議
会
に
諮
問
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
約
１
カ
月

半
に
な
る
が
、
「
大
変
お
い
し
い
」
と

す
る
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
そ
う
で
な

い
生
徒
が
い
た
と
耳
に
す
る
。
こ
れ
は

食
味
の
個
人
差
と
し
て
だ
け
で
は
片
付

け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
の
認
識
と
対
応
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
ま
た
塩
味
が
薄
い
と
の

指
摘
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
生
徒
の
成
育

や
健
康
上
の
こ
と
を
考
え
て
の
配
慮
か
。

教
育
委
員
長
　
給
食
の
実
施
状
況
は
、

担
当
職
員
が
学
校
を
訪
問
し
た
り
、
教

職
員
に
よ
る
検
食
や
各
種
会
議
等
に
お

い
て
把
握
に
努
め
て
お
り
、
概
ね
良
好

に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
給
食
は

安
全
安
心
は
当
然
の
こ
と
、
さ
ら
に
、

お
い
し
い
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の

で
、
味
付
け
に
対
す
る
御
指
摘
な
ど
関

係
者
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
給
食

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
徒
や
教
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
今
後
の
参
考
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

震
災
時
に
お
け
る
庁
舎
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
、
寒
河
江
市
で
は
山
形
県
を

震
源
と
す
る
大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、

市
庁
舎
の
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
耐

震
工
事
、
又
は
建
て
替
え
を
急
ぐ
べ
き

と
思
い
ま
す
。
庁
舎
の
耐
震
化
、
又
は
、

建
て
替
え
を
含
め
大
地
震
を
想
定
し
た

対
策
に
ど
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
る

の
か
市
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

市
長
　
市
庁
舎
を
設
計
し
た
黒
川
紀
章

建
築
設
計
事
務
所
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
耐
震
工
事
の
場
合
の
事
業
費
の
見

込
み
や
補
強
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
速
や
か
に

耐
震
改
修
し
た
方
が
よ
い
の
か
、
あ
る

い
は
庁
舎
を
改
築
し
て
い
く
の
か
等
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
進
め
、
市
庁

舎
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
決
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
よ
り
大
変
要
望
が
強
い
屋
内
多

目
的
運
動
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
新

第
５
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
の
実
施
計

　

「
災
害
に
つ
よ
い
地
域
づ
く
り
」
と

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
の
推
進
事
業
を
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
減
災
は
日
頃
の
訓
練
と

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
そ
し
て
個
々
の
住

宅
の
耐
震
、
火
災
報
知
器
の
設
置
推
進

が
大
切
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の

進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
と
隣
近
所
の
関
わ

り
が
薄
れ
て
ゆ
く
中
で
災
害
が
起
き
た

と
き
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
対
応

を
検
討
し
た
り
情
報
を
交
換
し
あ
え
る

方
法
等
は
な
い
の
か
。

　

安
全
、
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

側
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
・
手
助
け
す
る

側
、
共
に
満
足
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
す
、
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
今
後
の
進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
防
災
訓
練
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
、

災
害
時
の
行
動
を
的
確
に
行
う
た
め
に

大
変
重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
今
後
も

充
実
し
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
は
、
今
年
度
か
ら
耐

震
診
断
を
無
料
化
に
し
て
お
り
ま
す
し
、

画
に
、
平
成
２４
年
度
の
調
査
事
業
と
し

て
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

が
ど
の
よ
う
な
用
途
で
の
建
設
を
予
定

し
て
い
る
の
か
、
又
、
立
地
場
所
を
含

め
、
ど
の
程
度
の
建
設
規
模
を
想
定
し

て
い
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

市
長
　
冬
期
間
の
降
雪
期
間
は
屋
外
型

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
ま

で
も
要
望
が
多
く
あ
っ
た
施
設
で
、
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
な
ど
、
様
々

な
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
多
目
的
な

施
設
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
冬
期
間
の
利
用
に
は
駐
車
場
の
除
雪

や
安
全
管
理
も
含
め
た
管
理
運
営
面
な

ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

立
地
場
所
や
規
模
等
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
基
本
的
な
方

向
性
を
検
討
し
、
来
年
度
に
は
調
査
設

計
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

火
災
報
知
器
の
普
及
向
上
の
た
め
広
報

誌
の
活
用
や
団
体
等
と
連
携
し
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
行
う
考
え
で
す
。

　
緊
急
の
災
害
時
に
は
、
登
録
情
報
に

つ
い
て
、
要
援
護
者
を
支
援
す
る
地
元

関
係
者
、
更
に
は
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
関
係
機
関
等
へ
速
や
か
に
提
供
し
、

関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
市
民
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化
推
進
事
業

の
創
設
を
は
じ
め
、
市
民
の
市
政
参
画

を
推
進
す
る
た
め
重
要
計
画
を
策
定
す

る
場
合
の
意
見
交
換
会
等
の
実
施
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
市
民
評

価
、
市
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
、
公

表
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

荒
　
木
　
春
　
吉
　
議
員

　

平
成
1７
年
に
国
の
「
食
育
基
本
法
」

が
制
定
、
翌
1８
年
に
は
本
県
の
「
夢
未

来
や
ま
が
た
食
育
計
画
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
で
は
平
成
２２
～
２７
年
度

迄
を
め
ど
と
す
る
「
食
育
推
進
計
画
」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

英
国
で
は
、
「
胃
袋
と
脳
み
そ
は
直

結
」
と
言
い
ま
す
。
本
市
で
も
今
春
よ

り
中
学
校
完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
食
農
教
育
（
事
業
体
験
）
は
知
・

徳
・
体
育
の
基
礎
を
成
す
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。
本
市
の
食
育
推
進
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
寒
河
江
市
食
育
推
進
会
議
は
、

2３
年
２
月
に
、
食
育
推
進
計
画
の
総
合

的
な
推
進
を
目
的
に
、
副
市
長
を
会
長

と
し
関
係
課
長
等
８
委
員
を
も
っ
て
組

織
し
て
お
り
ま
す
。
2３
年
２
月
2３
日
に

開
催
し
、
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管

に
お
け
る
実
施
事
業
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
、
計
画
推
進
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き

ま
し
て
も
当
会
議
で
連
絡
調
整
を
図
り

な
が
ら
全
庁
的
に
計
画
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
言
葉
と

共
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
成
立
し
ま

し
た
。
健
常
者
と
障
が
い
者
の
共
生
社

会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

昨
年
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
本
市
の

教
育
振
興
計
画
は
、
国
の
教
育
振
興
基

本
計
画
と
の
整
合
性
と
中
学
校
完
全
給

食
実
施
を
柱
に
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

の
特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長
　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
状
況
に
合
わ
せ
た
特
別
支
援
教
育
の

推
進
は
、
重
要
な
教
育
課
題
で
す
。
そ

の
た
め
、
市
内
小
中
学
校
に
22
名
の
学

習
補
助
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
研
修
機
会
の
拡
充
に
よ
る
教
員
の

専
門
性
の
向
上
や
各
学
校
の
指
導
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
体
制
を
整
え
、
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に

向
け
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

屋
内
多
目
的
運
動
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

教
育
振
興
計
画
に
つ
い
て

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
の
生
徒
の

反
応
と
今
後
の
対
応
つ
い
て

新
第
５
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
に
つ
い
て

工
　
藤
　
吉
　
雄
　
議
員
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

遠
　
藤
　
智
与
子
　
議
員

　

東
日
本
大
震
災
の
無
残
な
被
害
を
ま

の
あ
た
り
に
し
て
４
点
伺
い
た
い
。

　

①
市
内
南
北
に
あ
る
と
さ
れ
る
活
断

層
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
掘
削
調
査
を

実
施
で
き
な
い
か
。
②
市
内
保
育
所
の

耐
震
診
断
を
す
る
場
合
軟
弱
地
盤
の
可

能
性
の
あ
る
所
の
地
盤
調
査
を
し
て
は

ど
う
か
。
③
市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
具
体
的
見

通
し
は
ど
う
か
。
④
液
状
化
の
恐
れ
の

あ
る
軟
弱
地
盤
の
調
査
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
国
・
県
の
機
関
が
活
断
層
帯

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
調
査
に
つ
い
て
も
国
・
県
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
②
保
育
所
の
建
設
の
際
に
地
盤
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
再
調
査
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
③
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

に
順
次
、
耐
震
診
断
を
行
い
、
平
成
27

年
度
ま
で
耐
震
改
修
を
完
了
し
た
い
。

　
④
軟
弱
地
盤
調
査
に
つ
い
て
は
、
市

が
保
有
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
調
査
結

果
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

子
ど
も
は
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
中

で
育
て
る
こ
と
が
好
ま
し
い
し
、
よ
り

よ
い
環
境
の
中
で
育
て
た
い
と
思
う
が

そ
の
観
点
か
ら
３
点
伺
い
た
い
。

　

①
定
数
の
弾
力
的
な
運
用
で
希
望
す

る
保
育
所
に
全
員
入
所
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
②
に
し
ね
保
育
所
の

保
育
室
の
増
設
と
な
か
保
育
所
の
移
設
を

視
野
に
入
れ
た
対
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

③
み
な
み
保
育
所
の
改
築
を
含
め
た
整
備

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
①
こ
れ
ま
で
も
定
員
の
弾
力
化

を
図
り
、
保
護
者
の
希
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
保
育
体
制
を
確
保
し
、
環
境

を
整
え
保
育
需
要
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

　
②
③
保
育
所
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
実
施
す
る
耐
震
診
断
結
果
等
を

踏
ま
え
、
国
で
検
討
し
て
い
る
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
が
ど
う
な
る

の
か
、
さ
ら
に
児
童
数
の
推
移
や
民
間

施
設
の
動
向
等
を
見
極
め
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

シルバー人材センターに対する国の補助
金確保に関する意見書
１．シルバー人材センターは、「高年齢者等の雇用の
　安定等に関する法律」に基づき設立が認められた団
　体であり、しかも同法では、国及び地方自治体はそ
　れを育成し、その他のその就業の機会の確保のため
　に必要な措置を講ずるように努めるものと明記され
　ている。
２．しかしながら、国の行政刷新会議・事業仕分けの
　結果、国の予算は平成21年度は1３６億円であったが、
　平成22年度114億円、平成2３年度91億円と毎年大幅に
　縮減されている状況である。
３．それに伴って（社）寒河江市シルバー人材センター
　に対する国の補助金も、平成21年度8,8６7千円、平成
　22年度8,800千円、平成2３年度7,100千円と減額され
　ている。
４．そのためセンターでは、諸経費の節約を全面的に
　進めるとともに、諸事業の縮減、諸研修等の中止、
　職員の昇給停止等実施せざるを得ない状況であり、
　さらに補助金が削減されれば、職員の減員や事業の
　縮小等も実施せざるを得ない状況に陥る懸念が生ず
　る。

　よって、国の補助金をこれ以上縮減しないように、
地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出します。

（送付先：厚生労働大臣）

２３価肺炎球菌ワクチンへの公費助成に
関する意見書
　肺炎は全死亡原因中での依然第４位を占めており、
特に高齢者にとって肺炎は深刻な問題です。また肺炎
による死亡率は高齢になるほど増加する傾向がみられ
ます。
　高齢者はインフルエンザウイルスと肺炎球菌に罹患
するリスクが高く、インフルエンザ疾患後の肺炎に、
肺炎球菌が関与する可能性が高いとされています。実
際、インフルエンザワクチンと肺炎球菌両ワクチンを
併用して接種することにより高い有用性が報告されて
います。近年ペニシリン耐性肺炎球菌等薬剤耐性化が
進んでおり、事前にワクチンによる予防が重要視され
ています。
　ワクチン接種の向上には、重要性の認識の更なる徹
底と、公費助成等社会的援助体制が欠かせません。イ
ンフルエンザのワクチンは高齢者に対し、2001年より
公費助成がなされています。これに肺炎球菌ワクチン
を追加することにより、更に高齢者の肺炎による死亡、
長期入院を減少させることになり医療費を削減し、地
域住民の健康福祉の向上につながると存じます。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
します。

記
１．高齢者への2３価肺炎球菌ワクチン予防接種を予防
　接種法による「定期接種」に位置づけ、国による助
　成を行ってください。

（送付先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、財
務大臣）

市
民
の
要
望
に
そ
っ
た
保
育
行
政
を

す
る
た
め
に

市
長
の
職
務
に
つ
い
て佐

　
藤
　
良
　
一
　
議
員

　

今
回
の
大
震
災
の
有
る
無
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
市
長
は
寒
河
江
市
の
最
高
責

任
者
で
あ
っ
て
、
市
民
の
生
命
財
産
、

安
心
安
全
を
確
実
に
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

市
長
に
は
、
年
１
回
資
産
公
開
が
あ

る
が
、
土
日
祝
日
に
は
寺
の
住
職
で
あ

り
、
法
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

扱
い
は
ど
う
な
の
か
。

　

こ
の
２
年
間
で
市
債
残
高
は
増
え
た

の
か
、
減
っ
た
の
か
、
そ
の
額
は
い
く

ら
な
の
か
。

　

中
央
工
業
団
地
拡
張
の
造
成
工
事
で

の
企
業
誘
致
は
ど
う
な
の
か
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
毎
年
上
が
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
を
賄
う
た
め
の
国

民
健
康
保
険
基
金
は
ど
う
な
の
か
。

　

今
回
の
地
震
で
下
水
処
理
場
の
発
電

機
が
故
障
し
汚
水
処
理
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
下
水
道
事
業
起
債
残
高
が
１
０
０

億
円
あ
る
が
、
今
後
の
運
営
は
ど
う
な

の
か
。

　

市
立
病
院
に
は
一
般
会
計
か
ら
約
６

億
円
余
り
の
繰
出
金
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
経
営
は
ど
う
な
の
か
。

市
長
　
公
人
と
し
て
の
資
産
公
開
に
つ

い
て
は
、
制
度
及
び
条
例
に
基
づ
い
て

報
告
書
の
提
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
住
職
の
分
も
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
末
市
債
残
高
は
約
１
８

６
億
円
の
見
込
み
で
、
２
年
間
で
約
1３

億
４
０
０
０
万
円
の
減
で
す
。

　
今
年
か
ら
県
の
東
京
事
務
所
に
職
員

を
派
遣
し
て
お
り
、
人
材
の
豊
か
さ
や

優
遇
措
置
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
基
金
の
平
成
22
年
度
末
の
残
高
は
約

７
０
９
０
万
円
で
、
基
金
だ
け
で
は
医

療
費
の
増
大
等
に
対
応
で
き
な
い
状
況

の
た
め
、
平
成
20
年
度
の
改
正
以
来
の

国
保
税
の
税
率
改
正
を
今
議
会
に
上
程

し
ま
し
た
。

　
市
内
７
箇
所
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
を
、
発
電
装
置
を
積
載
し
た
車
両
で

巡
回
し
対
応
し
ま
し
た
。
計
画
的
な
事

業
整
備
に
よ
る
最
小
限
の
起
債
発
行
に

よ
り
起
債
残
高
を
減
額
し
て
い
き
ま
す
。

　
医
師
確
保
や
経
営
健
全
化
対
策
を
進
め
、

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
政
全
般
に
つ
い
て

川
　
越
　
孝
　
男
　
議
員

　

一
、
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
公

共
事
業
整
備
優
先
順
位
基
準
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

①
整
備
時
期
の
明
確
化
で
、
具
体
的

に
決
定
さ
れ
る
内
容
。

　

②
「
要
望
箇
所
の
塩
漬
け
」
解
消
策

に
つ
い
て

　

③
管
理
台
帳
は
公
開
す
る
こ
と
。

　

④
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
に
関
わ
る

排
水
路
整
備
は
、
こ
の
基
準
と
関
係
な

く
下
水
道
課
担
当
と
す
る
こ
と
。

市
長
　
①
当
該
年
度
の
優
先
順
位
審
査

会
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
実
施
予
定
箇

所
を
審
査
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
②
要
望
内
容
を
精
査
し
、
お
お
よ
そ

の
実
施
時
期
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
早
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
③
原
則
公
開
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

そ
の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
④
優
先
順
位
基
準
の
対
象
と
な
る
事

業
と
は
別
に
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

二
、
今
年
度
行
わ
れ
る
「
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
見
直
し
は
、
市
民

の
実
態
に
基
づ
い
た
も
の
に
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

①
特
養
へ
の
入
所
「
待
機
者
」
の
解

消
策
に
つ
い
て
。

　

②
検
討
委
員
が
実
態
を
理
解
し
た
上

で
審
議
で
き
る
よ
う
に
十
分
な
資
料
の

提
出
、
丁
寧
な
説
明
と
審
議
時
間
の
保

障
に
つ
い
て
。

　

③
特
養
入
所
が
自
分
の
年
金
だ
け
で

賄
え
な
い
年
金
額
は
、
８0
万
円
を
超
え
、

い
く
ら
ま
で
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
①
高
齢
者
の
日
常
生
活
圏
域
ニ

ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
施
設
整

備
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
ん
で

計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

　
②
各
種
資
料
の
提
示
や
説
明
等
を
十

分
に
行
い
、
公
募
委
員
も
入
っ
て
い
た

だ
き
、
十
分
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
③
試
算
の
結
果
、
80
万
円
を
超
え
１

１
７
万
１
千
円
ま
で
の
方
と
、
１
４
８

万
円
を
超
え
１
６
５
万
２
千
円
ま
で
の

方
と
思
わ
れ
ま
す
。

意　見　書
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

遠
　
藤
　
智
与
子
　
議
員

　

東
日
本
大
震
災
の
無
残
な
被
害
を
ま

の
あ
た
り
に
し
て
４
点
伺
い
た
い
。

　

①
市
内
南
北
に
あ
る
と
さ
れ
る
活
断

層
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
掘
削
調
査
を

実
施
で
き
な
い
か
。
②
市
内
保
育
所
の

耐
震
診
断
を
す
る
場
合
軟
弱
地
盤
の
可

能
性
の
あ
る
所
の
地
盤
調
査
を
し
て
は

ど
う
か
。
③
市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
具
体
的
見

通
し
は
ど
う
か
。
④
液
状
化
の
恐
れ
の

あ
る
軟
弱
地
盤
の
調
査
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
国
・
県
の
機
関
が
活
断
層
帯

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
調
査
に
つ
い
て
も
国
・
県
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
②
保
育
所
の
建
設
の
際
に
地
盤
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
再
調
査
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
③
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

に
順
次
、
耐
震
診
断
を
行
い
、
平
成
27

年
度
ま
で
耐
震
改
修
を
完
了
し
た
い
。

　
④
軟
弱
地
盤
調
査
に
つ
い
て
は
、
市

が
保
有
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
調
査
結

果
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

子
ど
も
は
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
中

で
育
て
る
こ
と
が
好
ま
し
い
し
、
よ
り

よ
い
環
境
の
中
で
育
て
た
い
と
思
う
が

そ
の
観
点
か
ら
３
点
伺
い
た
い
。

　

①
定
数
の
弾
力
的
な
運
用
で
希
望
す

る
保
育
所
に
全
員
入
所
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
②
に
し
ね
保
育
所
の

保
育
室
の
増
設
と
な
か
保
育
所
の
移
設
を

視
野
に
入
れ
た
対
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

③
み
な
み
保
育
所
の
改
築
を
含
め
た
整
備

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
①
こ
れ
ま
で
も
定
員
の
弾
力
化

を
図
り
、
保
護
者
の
希
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
保
育
体
制
を
確
保
し
、
環
境

を
整
え
保
育
需
要
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

　
②
③
保
育
所
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
実
施
す
る
耐
震
診
断
結
果
等
を

踏
ま
え
、
国
で
検
討
し
て
い
る
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
が
ど
う
な
る

の
か
、
さ
ら
に
児
童
数
の
推
移
や
民
間

施
設
の
動
向
等
を
見
極
め
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

シルバー人材センターに対する国の補助
金確保に関する意見書
１．シルバー人材センターは、「高年齢者等の雇用の
　安定等に関する法律」に基づき設立が認められた団
　体であり、しかも同法では、国及び地方自治体はそ
　れを育成し、その他のその就業の機会の確保のため
　に必要な措置を講ずるように努めるものと明記され
　ている。
２．しかしながら、国の行政刷新会議・事業仕分けの
　結果、国の予算は平成21年度は1３６億円であったが、
　平成22年度114億円、平成2３年度91億円と毎年大幅に
　縮減されている状況である。
３．それに伴って（社）寒河江市シルバー人材センター
　に対する国の補助金も、平成21年度8,8６7千円、平成
　22年度8,800千円、平成2３年度7,100千円と減額され
　ている。
４．そのためセンターでは、諸経費の節約を全面的に
　進めるとともに、諸事業の縮減、諸研修等の中止、
　職員の昇給停止等実施せざるを得ない状況であり、
　さらに補助金が削減されれば、職員の減員や事業の
　縮小等も実施せざるを得ない状況に陥る懸念が生ず
　る。

　よって、国の補助金をこれ以上縮減しないように、
地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出します。

（送付先：厚生労働大臣）

２３価肺炎球菌ワクチンへの公費助成に
関する意見書
　肺炎は全死亡原因中での依然第４位を占めており、
特に高齢者にとって肺炎は深刻な問題です。また肺炎
による死亡率は高齢になるほど増加する傾向がみられ
ます。
　高齢者はインフルエンザウイルスと肺炎球菌に罹患
するリスクが高く、インフルエンザ疾患後の肺炎に、
肺炎球菌が関与する可能性が高いとされています。実
際、インフルエンザワクチンと肺炎球菌両ワクチンを
併用して接種することにより高い有用性が報告されて
います。近年ペニシリン耐性肺炎球菌等薬剤耐性化が
進んでおり、事前にワクチンによる予防が重要視され
ています。
　ワクチン接種の向上には、重要性の認識の更なる徹
底と、公費助成等社会的援助体制が欠かせません。イ
ンフルエンザのワクチンは高齢者に対し、2001年より
公費助成がなされています。これに肺炎球菌ワクチン
を追加することにより、更に高齢者の肺炎による死亡、
長期入院を減少させることになり医療費を削減し、地
域住民の健康福祉の向上につながると存じます。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
します。

記
１．高齢者への2３価肺炎球菌ワクチン予防接種を予防
　接種法による「定期接種」に位置づけ、国による助
　成を行ってください。

（送付先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、財
務大臣）

市
民
の
要
望
に
そ
っ
た
保
育
行
政
を

す
る
た
め
に

市
長
の
職
務
に
つ
い
て佐

　
藤
　
良
　
一
　
議
員

　

今
回
の
大
震
災
の
有
る
無
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
市
長
は
寒
河
江
市
の
最
高
責

任
者
で
あ
っ
て
、
市
民
の
生
命
財
産
、

安
心
安
全
を
確
実
に
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

市
長
に
は
、
年
１
回
資
産
公
開
が
あ

る
が
、
土
日
祝
日
に
は
寺
の
住
職
で
あ

り
、
法
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

扱
い
は
ど
う
な
の
か
。

　

こ
の
２
年
間
で
市
債
残
高
は
増
え
た

の
か
、
減
っ
た
の
か
、
そ
の
額
は
い
く

ら
な
の
か
。

　

中
央
工
業
団
地
拡
張
の
造
成
工
事
で

の
企
業
誘
致
は
ど
う
な
の
か
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
毎
年
上
が
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
を
賄
う
た
め
の
国

民
健
康
保
険
基
金
は
ど
う
な
の
か
。

　

今
回
の
地
震
で
下
水
処
理
場
の
発
電

機
が
故
障
し
汚
水
処
理
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
下
水
道
事
業
起
債
残
高
が
１
０
０

億
円
あ
る
が
、
今
後
の
運
営
は
ど
う
な

の
か
。

　

市
立
病
院
に
は
一
般
会
計
か
ら
約
６

億
円
余
り
の
繰
出
金
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
経
営
は
ど
う
な
の
か
。

市
長
　
公
人
と
し
て
の
資
産
公
開
に
つ

い
て
は
、
制
度
及
び
条
例
に
基
づ
い
て

報
告
書
の
提
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
住
職
の
分
も
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
末
市
債
残
高
は
約
１
８

６
億
円
の
見
込
み
で
、
２
年
間
で
約
1３

億
４
０
０
０
万
円
の
減
で
す
。

　
今
年
か
ら
県
の
東
京
事
務
所
に
職
員

を
派
遣
し
て
お
り
、
人
材
の
豊
か
さ
や

優
遇
措
置
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
基
金
の
平
成
22
年
度
末
の
残
高
は
約

７
０
９
０
万
円
で
、
基
金
だ
け
で
は
医

療
費
の
増
大
等
に
対
応
で
き
な
い
状
況

の
た
め
、
平
成
20
年
度
の
改
正
以
来
の

国
保
税
の
税
率
改
正
を
今
議
会
に
上
程

し
ま
し
た
。

　
市
内
７
箇
所
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
を
、
発
電
装
置
を
積
載
し
た
車
両
で

巡
回
し
対
応
し
ま
し
た
。
計
画
的
な
事

業
整
備
に
よ
る
最
小
限
の
起
債
発
行
に

よ
り
起
債
残
高
を
減
額
し
て
い
き
ま
す
。

　
医
師
確
保
や
経
営
健
全
化
対
策
を
進
め
、

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
政
全
般
に
つ
い
て

川
　
越
　
孝
　
男
　
議
員

　

一
、
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
公

共
事
業
整
備
優
先
順
位
基
準
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

①
整
備
時
期
の
明
確
化
で
、
具
体
的

に
決
定
さ
れ
る
内
容
。

　

②
「
要
望
箇
所
の
塩
漬
け
」
解
消
策

に
つ
い
て

　

③
管
理
台
帳
は
公
開
す
る
こ
と
。

　

④
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
に
関
わ
る

排
水
路
整
備
は
、
こ
の
基
準
と
関
係
な

く
下
水
道
課
担
当
と
す
る
こ
と
。

市
長
　
①
当
該
年
度
の
優
先
順
位
審
査

会
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
実
施
予
定
箇

所
を
審
査
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
②
要
望
内
容
を
精
査
し
、
お
お
よ
そ

の
実
施
時
期
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
早
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
③
原
則
公
開
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

そ
の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
④
優
先
順
位
基
準
の
対
象
と
な
る
事

業
と
は
別
に
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

二
、
今
年
度
行
わ
れ
る
「
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
見
直
し
は
、
市
民

の
実
態
に
基
づ
い
た
も
の
に
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

①
特
養
へ
の
入
所
「
待
機
者
」
の
解

消
策
に
つ
い
て
。

　

②
検
討
委
員
が
実
態
を
理
解
し
た
上

で
審
議
で
き
る
よ
う
に
十
分
な
資
料
の

提
出
、
丁
寧
な
説
明
と
審
議
時
間
の
保

障
に
つ
い
て
。

　

③
特
養
入
所
が
自
分
の
年
金
だ
け
で

賄
え
な
い
年
金
額
は
、
８0
万
円
を
超
え
、

い
く
ら
ま
で
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
①
高
齢
者
の
日
常
生
活
圏
域
ニ

ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
施
設
整

備
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
ん
で

計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

　
②
各
種
資
料
の
提
示
や
説
明
等
を
十

分
に
行
い
、
公
募
委
員
も
入
っ
て
い
た

だ
き
、
十
分
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
③
試
算
の
結
果
、
80
万
円
を
超
え
１

１
７
万
１
千
円
ま
で
の
方
と
、
１
４
８

万
円
を
超
え
１
６
５
万
２
千
円
ま
で
の

方
と
思
わ
れ
ま
す
。

意　見　書
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大
震
災
の
復
興
と
原
発
事
故

の
収
束
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
息

の
長
い
支
援
と
協
力
が
必
要
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
れ
ば
、

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
は
改
選
後

の
初
め
て
の
定
例
会
で
あ
り
ま

す
。
前
議
員
11
人
、
元
職
３
人
、

新
人
４
人
の
新
し
い
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
緊
張
感

を
持
っ
て
議
場
に
臨
み
ま
し
た
。

2３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
、

11
議
案
が
同
意
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
９
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
一
問
一
答
方

式
に
戸
惑
う
質
問
者
も
い
る
中
、

活
発
な
質
疑
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
も
新
し
く
な
り
、
議

員
主
体
で
の
誌
面
作
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
愛
読
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

鴨
田
記)

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
慈
恩
寺
の
橋
本
町
会
は
、
寒

河
江
川
の
左
岸
に
あ
り
、
元
の

臥
竜
橋
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
び
た
び
の
洪
水
で
流
失
の

と
き
は
船
で
渡
り
、
道
端
に
立

つ
延
命
地
蔵
様
を
拝
み
、
陣
ヶ

峯
に
上
り
月
山
詣
の
信
者
が
通

っ
た
六
十
里
街
道
の
古
道
で
す
。

　
平
成
18
年
に
慈
恩
寺
水
門
公

園
、
宝
く
じ
資
金
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
公
設
民
営
の

公
園
で
す
。

　
の
ら
猫
の
話
し
な
ら
ば
い
く

ら
で
も
書
け
る
の
に
、
市
民
の

声
と
な
る
と
…
。
と
も
か
く
、

今
の
就
職
状
況
は
最
悪
で
す
。

正
規
職
員
の
採
用
を
控
え
、
臨

時
職
員
、
派
遣
社
員
、
嘱
託
職

員
で
補
充
し
続
け
、
そ
し
て
増

え
る
若
者
の
フ
リ
ー
タ
ー
。

　
こ
れ
か
ら
人
生
を
歩
き
始
め

る
若
い
人
達
に
は
生
活
の
支
え

と
な
る
仕
事
な
く
し
て
将
来
の

人
生
設
計
は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
も
定
年
ま
で

あ
と
２
年
、
三
十
数
年
働
い
て

若
い
人
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
の
子

供
に
対
し
て
も
。

　
何
も
無
い
と
し
た
ら
、
年
金

支
給
ま
で
働
き
続
け
る
人
が
多

い
中
、
私
は
６0
歳
定
年
を
も
っ

て
若
い
人
へ
エ
ー
ル
を
送
り
な

が
ら
バ
ト
ン
を
渡
そ
う
と
思
う
。

渡
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
違
え
て

人
間
失
格
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

　
毎
年
花
壇
に
花
を
植
え
桜
も

植
え
て
あ
り
、
朝
夕
の
散
歩
に

清
流
に
寄
り
添
い
遠
く
月
山
、

朝
日
岳
、
近
く
に
朱
色
臥
竜
橋

の
眺
め
を
楽
し
め
る
絶
景
で
す
。

　
慈
恩
寺
十
景
詩
、雷
渕
暮
雨
に
、

・
欲
雨
欲
晴
朝
暮
天

・
一
滴
従
斯
洒
大
千
　
と
詠
う
。

ま
た
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

慈
恩
寺
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ

う
と
、
彼
岸
花
の
植
栽
を
し
て

い
ま
す
。

　
坂
の
多
い
ま
ち
当
地
に
は
、

仁
王
堂
坂
や
寺
院
に
植
え
、
霊

愁
を
誘
う
み
ち
醍
醐
の
里
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。

三
泉
下
河
原

後
藤
敬
太
郎
さ
ん

橋
本
町
会

古
澤
　
春
治
さ
ん

慈恩寺水門公園

９月定例会の日程（予定）
９月１日　本会議（議案上程、説明）

　　５日　本会議（一般質問）

　　７日　本会議（一般質問）

　　８日　本会議（質疑）、予算・決算特別委員会

　　９日　厚生委員会・分科会

　　1２日　厚生・建設経済委員会・分科会

　　1３日　建設経済・総務文教委員会・分科会

　　1６日　総務文教委員会・分科会

　　２1日　予算・決算特別委員会、本会議（採決）

※いずれも９時３0分から開会します。

※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは議会事務局（８６－２111）にお問合

　せください。

■議会の傍聴においでください
　本会議を傍聴する際には、住所・氏

名を記入の上、議場にお入りください。

　委員会の傍聴は、事前に議会事務

局にお申し出ください。

■９月定例会の請願・陳情の提出締め切り
　は８月26日（金）正午までです。（予定）




